
【
添
田
】
添
田
小
学
校
の
基
と
な
る
尋
思
校
が
開
校

【
津
野
】
下
津
野
小
学
校
が
開
校

【
津
野
】
上
津
野
小
学
校
が
開
校

【
落
合
】
下
落
合
村
で
落
合
小
学
校
開
校

【
添
田
】
旧
小
倉
藩
社
倉
（
現
在
の
旧
添
田
小
学
校
地
）

　
　
　

  

に
移
転

【
中
元
寺
】
中
元
寺
小
学
校
が
開
校

【
中
元
寺
】
大
藪
分
教
場
を
設
置

【
中
元
寺
】
大
藪
分
教
場
を
廃
止

【
落
合
】
上
落
合
村
に
校
舎
新
築

【
中
元
寺
】
大
藪
分
教
場
を
再
設
置

【
添
田
】
小
学
校
を
南
北
に
分
離

【
津
野
】
上
・
下
津
野
小
学
校
が
合
併
し
津
野
尋
常
高

　
　
　

  

等
小
学
校
と
改
称

【
中
元
寺
】
校
舎
新
築
・
移
転

【
落
合
】
彦
山
村
大
字
落
合
に
校
舎
新
築
移
転

【
添
田
】
南
北
小
学
校
を
合
併
し
、
添
田
尋
常
高
等
小

　
　
　

  

学
校
と
改
称

【
中
元
寺
】
旧
三
崎
地
区
に
上
添
田
炭
鉱
が
開
設
。
児

　
　
　

  

童
数
が
急
増

【
添
田
】
火
災
に
よ
り
校
舎
４
棟
が
消
失

【
落
合
】
児
童
29
人
を
含
む
被
災
死
亡
者
147
人
の
大
惨

　
　
　

  

事
と
な
っ
た
二
又
ト
ン
ネ
ル
爆
発
事
故
発
生

  

各
学
校
が
現
在
の
学
校
名
に
改
称

【
添
田
】
木
造
校
舎
を
新
築

【
中
元
寺
】
現
在
の
旧
中
元
寺
小
学
校
地
に
木
造
校
舎

　
　
　

  

を
新
築

【
津
野
】
添
田
町
と
津
野
村
が
合
併
し
、
添
田
町
立
小

　
　
　

  

学
校
と
な
る

【
中
元
寺
】
上
添
田
炭
鉱
閉
山
に
よ
り
児
童
数
激
減

【
落
合
】
現
在
の
旧
落
合
小
学
校
地
に
校
舎
を
新
築

【
添
田
】
児
童
数
が
３
１
５
５
人
と
な
り
全
国
で
も
有

　
　
　

  

数
の
大
規
模
校
と
な
る

【
真
木
】
真
木
小
学
校
開
校

【
中
元
寺
】
大
蔵
大
臣
よ
り
こ
ど
も
銀
行
優
良
校
表
彰

　
　
　

  

を
受
け
る

【
中
元
寺
】
大
藪
分
校
を
閉
校
し
本
校
に
統
合

【
津
野
】
油
木
ダ
ム
建
設
に
よ
り
校
舎
を
埋
金
地
区
に

　
　
　

  

新
築

【
津
野
】
上
津
野
分
校
を
閉
校
し
本
校
に
統
合

【
真
木
】
統
廃
合
問
題
に
対
す
る
反
対
運
動

【
添
田
】
校
舎
新
築

【
真
木
】
校
舎
新
築

【
中
元
寺
】
校
舎
新
築

【
落
合
】
校
舎
新
築

【
真
木
】
真
木
小
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
を
編
成

【
津
野
】
山
村
留
学
生
制
度
実
施

【
落
合
】
英
彦
山
小
学
校
閉
校
に
よ
り
落
合
小
に
統
合

【
津
野
】
山
村
留
学
休
止

【
落
合
】
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災

【
津
野
】
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
休
校

【
真
木
】
真
木
小
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
を
解
散

【
落
合
】
令
和
５
年
７
月
豪
雨
で
被
災

  

添
田
小
学
校
・
中
元
寺
小
学
校
・
落
合
小
学
校
・
津

  

野
小
学
校
・
真
木
小
学
校
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉

  

校

伝
統
あ
る
小
学
校
の
歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

明
治
５
年
に
開
校
し
た
添
田
小
学
校
か
ら
始
ま
る
町
内
各
小
学
校
の
歴
史
。
令
和
７
年

４
月
、
新
し
い
添
田
小
学
校
の
開
校
に
よ
り
閉
校
を
迎
え
る
添
田
小
学
校
・
中
元
寺
小

学
校
・
落
合
小
学
校
・
津
野
小
学
校
・
真
木
小
学
校
が
、
そ
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
児

童
や
地
域
と
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
り
ま
す
。

明
治
５
年

明
治
６
年

明
治
７
年

明
治
９
年

明
治
11
年

明
治
17
年

明
治
20
年

明
治
26
年

明
治
27
年

明
治
45
年

大
正
６
年

大
正
10
年

大
正
11
年

昭
和
６
年

昭
和
12
年

昭
和
20
年

昭
和
22
年

昭
和
27
年

昭
和
28
年

昭
和
30
年

昭
和
31
年

昭
和
32
年

昭
和
33
年

昭
和
34
年

昭
和
44
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
63
年

平
成
４
年

平
成
14
年

平
成
22
年

平
成
24
年

令
和
４
年

令
和
５
年

令
和
７
年

添
田
小
学
校
・
中
元
寺
小
学
校
・

落
合
小
学
校
・
津
野
小
学
校
・
真
木
小
学
校
の
軌
跡

学
制
が
明
治
５
年
８
月
に
公

布
さ
れ
る
と
、
そ
の
年
の

11
月
に
添
田
村
の
法
光
寺
を
仮
校

舎
と
し
て
尋
思
校
が
開
か
れ
ま
し

た
。
添
田
小
学
校
の
前
身
と
な
る

学
校
で
す
。
添
田
小
学
校
は
建
て

替
え
と
移
転
を
行
い
、
昭
和
33
年

に
は
各
学
年
に
約
10
ク
ラ
ス
、
児

童
数
３
１
５
５
人
を
数
え
る
全
国

で
も
有
数
の
大
規
模
校
と
な
り
ま

す
。
炭
鉱
の
閉
山
と
と
も
に
児
童

数
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、
町

内
随
一
の
卒
業
生
を
誇
り
ま
す
。

本
町
に
あ
る
他
の
小
学
校
の

歴
史
も
古
く
、
中
元
寺

地
区
で
は
明
治
初
期
ま
で
民
家
で

わ
ず
か
な
読
み
書
き
算
段
を
教
え

る
寺
子
屋
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
11
年
、
上
中
元
寺

と
下
中
元
寺
の
境
に
位
置
す
る
田

中
組
に
あ
っ
た
草
葺
き
の
民
家
を

校
舎
に
し
て
学
校
教
育
を
始
め
た

の
が
中
元
寺
小
学
校
の
始
ま
り
で

す
。
中
元
寺
校
区
で
は
剣
道
が
盛

ん
で
、
昭
和
10
年
に
は
大
日
本
武

徳
会
全
国
少
年
剣
道
大
会
で
全
国

優
勝
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

落
合
地
区
で
は
上
落
合
村
、

下
落
合
村
、
桝
田
村
と
３

村
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
９
年
、
３
村
が
連
合

し
て
下
落
合
地
区
に
校
舎
を
建
築

し
、
落
合
小
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。
落
合
小
学
校
で
は
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
戦
災
が
発
生
し
ま

す
。
第
2
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和

20
年
11
月
12
日
の
午
後
、
二
又
ト

ン
ネ
ル
に
格
納
さ
れ
て
い
た
旧
陸

軍
の
火
薬
が
敗
戦
に
よ
っ
て
不
要

と
な
っ
た
た
め
、
占
領
軍
が
焼
却

処
分
し
よ
う
と
火
薬
に
点
火
し
た

こ
と
か
ら
、
山
が
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど

の
大
爆
発
が
起
こ
り
ま
し
た
。
被

害
は
２
キ
ロ
四
方
に
お
よ
び
、
家

屋
の
倒
壊
や
火
災
が
続
出
、
落
合

小
学
校
の
児
童
29
人
を
含
む
147
人

の
尊
い
命
を
失
い
、
負
傷
者
は
149

人
、
倒
壊
家
屋
は
135
戸
に
も
の
ぼ

り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
添
田

町
民
と
し
て
こ
の
出
来
事
を
風
化

さ
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
と

ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。令

和
４
年
３
月
に
休
校
と

な
っ
た
津
野
小
学
校
も
明

治
６
年
、
寺
院
を
借
り
、
こ
れ
を

仮
校
舎
と
し
て
下
津
野
小
学
校
が

開
校
、
上
津
野
で
は
民
家
で
行
わ

れ
て
い
た
寺
子
屋
授
業
が
明
治
７

年
、
小
倉
藩
か
ら
上
津
野
小
学
校

と
命
名
さ
れ
、
学
校
教
育
が
始
ま

り
ま
し
た
。
上
・
下
津
野
小
学
校

は
そ
の
後
合
併
し
、
津
野
小
学
校

と
な
り
ま
す
。
津
野
地
区
で
は
、

昭
和
43
年
に
油
木
ダ
ム
の
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。
昭
和
47
年
の
ダ
ム

竣
工
で
住
宅
150
戸
、
津
野
中
学
校

な
ど
と
と
も
に
当
時
の
津
野
小
学

校
も
湖
底
に
沈
み
ま
す
。
ダ
ム
工

事
の
期
間
中
、
教
師
た
ち
は
児
童

の
安
全
指
導
を
怠
た
ら
ず
、
一
つ

の
事
故
も
起
き
ず
に
移
転
を
完
了

し
ま
し
た
。

古
河
大
峰
鉱
業
な
ど
が
あ

り
、
炭
鉱
景
気
で
活
気
に

溢
れ
て
い
た
真
木
地
区
で
昭
和
34

年
に
開
校
し
た
真
木
小
学
校
。
開

校
時
に
児
童
数
341
人
で
ス
タ
ー
ト

し
た
真
木
小
学
校
は
昭
和
44
年
の

大
峰
炭
鉱
閉
山
後
に
78
人
ま
で
減

少
し
ま
す
。
こ
の
頃
、
体
育
館
建

設
問
題
に
端
を
発
し
た
真
木
小
学

校
を
廃
止
し
添
田
小
学
校
へ
統
合

し
よ
う
と
す
る
「
真
木
小
統
廃
合

問
題
」
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、

校
区
住
民
の
真
木
小
存
続
希
望

が
極
め
て
強
く
、
校
区
あ
げ
て
の

猛
反
対
運
動
に
よ
り
統
廃
合
は
実

現
に
至
ら
ず
、
地
域
の
学
校
と
し

て
子
ど
も
た
ち
を
育
み
続
け
ま
し

た
。明

治
の
時
代
か
ら
地
域
と
共

に
歩
ん
で
き
た
添
田
町
の

小
学
校
。
人
口
減
少
に
伴
っ
て
児

童
数
の
減
少
が
続
く
と
と
も
に
、

近
年
、
教
育
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
児
童
の
能
力
を

伸
ば
し
つ
つ
、
社
会
的
自
立
の
基

礎
、
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し

て
の
基
本
的
資
質
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
義
務
教
育
段
階
で
は

「
集
団
規
模
の
確
保
」
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
少
人
数
学
校
で
は
、様
々

な
学
習
方
法
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
集
団
で
の
学
習
や
生
活
が

難
し
い
状
況
で
す
。
集
団
の
中
で

多
様
な
考
え
に
触
れ
、
認
め
合
い
、

協
力
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
思
考
力
や
表
現
力
、

判
断
力
、
問
題
解
決
能
力
な
ど
を

育
み
、
社
会
性
や
規
範
意
識
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
町
は
こ
れ
ま
で
「
地
域
と

共
に
子
ど
も
を
育
て
よ

う
」
と
い
う
考
え
の
基
、
家
庭
・

地
域
・
学
校
・
行
政
が
一
つ
に
な
っ

て
進
ん
で
き
ま
し
た
。
急
激
な
ス

ピ
ー
ド
で
変
わ
る
時
代
の
潮
流
の

中
で
も
、
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
支
え
で
、
変
化
に
対
応
で
き
る

柔
軟
な
児
童
を
育
み
、
送
り
出
す

こ
と
が
出
来
て
き
ま
し
た
。
４
月

に
誕
生
し
た
新
添
田
小
学
校
は
、

ふ
る
さ
と
添
田
町
を
愛
し
、
夢
・

希
望
を
実
現
す
る
か
し
こ
さ
と
た

く
ま
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
、
人
間

性
豊
か
な
心
を
持
つ
子
ど
も
の
育

成
に
励
み
ま
す
。
日
本
の
、
添
田

町
の
未
来
を
担
う
児
童
に
対
し

て
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

地
域
と
共
に
歩
い
た
学
校
の
軌
跡
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